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　 1． 両側副腎褐色細胞腫とパラガングリオーマが同
時発生した 1例
裵　祥存（千葉県がんセンター）
　糸球体腎炎で維持透析中の症例で，化膿性肩関節炎
の手術時に血圧の激しい変動があり，精査を行ったと
ころ両側副腎および膀胱頂部に褐色細胞腫を認めた。
腹腔鏡下両側副腎摘除術，膀胱腫瘍摘出術を一期的に
施行した。
　病理組織学検査では，両側副腎腫瘍がPheochro-
mocytoma, PASS 0，膀胱頂部腫瘍はParaganglioma, 
PASS 0であった。
　本症例は検索し得た限り，両側褐色細胞腫及びパラ
ガングリオーマを同時切除した世界 5例目であり，膀
胱頂部に発生した初の症例であった。
　 2． 血漿カテコラミン高値，MIBGシンチグラフィー
で偽陽性を来したChromophobe RCCの 1例
大塚耕太郎（帝京大ちば総合医療センター）
　症例は57歳女性。高血圧精査中の腎腫瘍にて当科初
診。左腎に88×62㎜大の腫瘍および腹水貯留を認めた。
血漿および尿中カテコラミンの上昇あり，MIBGシン
チを施行したところ左腎腫瘍に一致して集積を認め，
左腎原発の褐色細胞腫が疑われた。降圧薬 3剤で調整
後，鏡視下左腎摘徐術を施行した。術中に血圧の急激
な変動はなく，腹水細胞診は陰性であった。病理組織
学的にChromophobe RCC, oncocytic variantと診断さ
れた。術後経過良好であり，降圧薬調整をしながら外
来通院中である。
　 3． 術後に特発性血小板減少性紫斑病（ITP）を発
症した左腎結石・膀胱結石の 1例
齋藤心平（船橋市立医療センター）
　症例は81歳女性。既往歴に高血圧あり。平成29年 9
月下旬，眩暈・食思不振で前医受診。左腎孟腎炎・敗
血症の診断で抗生剤加療開始。CTで左腎に珊瑚状結
石・膀胱多発結石を認め当院に転院となった。転院時
には感染は制御されており，左腎摘除術および膀胱結
石除去術を施行した。術後より血小板のみ急速に低下
を認めた。他院血液内科コンサルトし ITPの診断に至
り加療継続した症例を経験したので報告する。
　 4． 気腫性膀胱炎を契機に発見されたCushing病の
1例
森　堂道（千大）
　症例は68歳女性。熱発，血尿のため前医にて精査し
たところ，CTにて膀胱内のガス像を指摘。翌日ショッ
ク状態になったため当院搬送。気腫性膀胱炎の診断で
当院にて抗生剤加療を行い，全身状態は改善した。CT
にて両側副腎腫瘍を認めたため，各種精査を行い下垂
体性Cushing症候群の診断となり，経鼻内視鏡的下垂
体手術を施行。手術は成功し術後経過は良好である。
気腫性膀胱炎を契機に発見したCushing病の 1例を経
験したため，報告する。
　 5． 前立腺癌　尿管浸潤の 1例
加藤洋人（JCHO船橋中央）
　前立腺癌　尿管浸潤は珍しい。
　腹腔鏡下腎尿管全摘後に前立腺癌の尿管浸潤と診断
された症例を経験したので報告した。合わせて，当院
では腎尿管全摘術に対し，膀胱鏡を使用しながら，手
術を行っている。
　手術に対する当院での工夫を報告した。
　 6． ロボット支援下前立腺摘除術後に生じた両側下
肢コンパートメント症候群の 1例
竹下暢重，鎌迫智彦，植村俊彦
大塚真史，篠崎哲男，小林将行
小丸　淳，深沢　賢　　　　　
（千葉県がんセンター）
　症例は71歳男性。限局性前立腺癌の診断にて，ロ
ボット支援下前立腺摘除術，拡大リンパ節郭清を施行
  千葉医学　94：215－218， 2018
  〔学会〕  第1376回 千 葉 医 学 会 例 会
 第 38 回 千葉泌尿器科同門会学術集会
日　時：平成30年 1月27日（土）　13：00～　　
場　所：TKPガーデンシティ千葉　 4階「コンチェルト」
216 第1376回千葉医学会例会・第38回千葉泌尿器科同門会学術集会
した。手術室退室直後に右側優位に両下肢腓腹部の腫
脹疼痛が出現した。理学的所見，筋区画内圧上昇を認
めたことより，両側下肢コンパートメント症候群（両
側WLCS）の診断となり，整形外科にて筋膜減張切開
術が施行された。経過良好にて術後 7日目に皮膚縫合
術施行し，術後16日目に独歩で退院となった。文献的
に考察を加えて報告する。
　 7． 当院の前立腺生検患者における癌陽性予測因子
の検討
三神功亮（千大）
　【目的】我々は前立腺生検患者における癌陽性の予
測因子を解析したので報告する。
　【方法】2001年から2017年までに当院で前立腺生検
を施行した1,800例を対象とした。
　【結果】癌陽性を予測する因子として，多変量解析
の結果，年齢（HR1.8，p＝0.0008），F/T（HR0.55，
p＝0.0018），前立腺体積（HR0.36，p＜ .0001），PSAD
（HR2.2，p＝0.0014）が有意な因子であった。
　【結論】前立腺生検患者において癌陽性を予測する
因子として，年齢，前立腺体積が挙げられた。
　 8． Biparametric PI-RADS v2と ISUPは根治的前
立腺摘除術後の日本人において，生化学的再発
を予測する
竹内信善（千大）
　2006-14に施行された根治的前立腺全摘後の条件を満
たした126例のPI-RADS v2と ISUPをPFSについて検
討した。
　多変量解析ではPI-RADSと ISUPのみが有意因子で
あり，生存曲線ではPI-RADS4≦と ISUP3≦でPFSが
短かった。
　PI-RADSと ISUP陽性をpoor risk群，それぞれ陰
性を favorable，その他を intermediateと分けた場合，
poor risk群は他と比較しPFSが短かった（p＜0.0001）。
PI-RADSと ISUPは前立腺癌再発の予測因子となりえ
る。
　 9． 血清テストステロン値480ng/dL低下は，ホル
モン療法における日本人進行性前立腺癌患者の
予後を予測する
山本賢志（千大）
　【背景】進行性前立腺癌（Stage≧C）症例における
初回ホルモン療法におけるTST低下作用の予後予測因
子の有用性について検討した。
　【方法】222名の患者の全生存期間（OS）および一次
治療の奏功期間（PFS）の予後因子について解析した。
　【結果】OSにおいて，nadir TST 20ng/dlとTST低
下480ng/dLが独立した予後予測因子であった。双方を
満たす症例は，有意にOSを延長した。
　【結論】nadir TST値，TST低下を到達することが，
予後の改善に寄与する可能性が示唆された。
　10． 間質性膀胱炎生検組織における膀胱粘膜転写因
子の発現プロファイルと今後の展望
加賀勘家，加賀麻祐子，布施美樹
山西友典　　　　　（獨協医大）
　本研究は間質性膀胱炎（IC）における膀胱粘膜転写
因子の発現プロファイルを明らかにする事を目的とし
た。基礎実験より尿路上皮の分化に関わる転写因子の
候補を絞り込み，IC生検を用いてそれらと病変部の関
係性を検証した。病変部は組織再生が誘導されるが前
駆細胞が枯渇し再生しない病態と示唆された。
　11． 患者由来腎がん細胞（PDC）の分子生物学的解析
鎌田修平，滑川剛史　　　　　　　　　　　　　
（埼玉医大ゲノム医学研究センター・　
遺伝子情報制御部門／千大院）
池田和博，堀江公仁子　　　　　　　　　　　　
（埼玉医大ゲノム医学研究センター・　
遺伝子情報制御部門）
岡本康司（国立がん研究センター研究所　　　　
がん分化制御解析分野）
市川智彦　　　　　　　　　　　　　（千大院）
矢野昌大，川上　理　　　　　　　　　　　　　
（埼玉医大総合医療センター）
井上　聡　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（埼玉医大ゲノム医学研究センター・　　　　　　　
遺伝子情報制御部門／　　　　　　　　　　　　　
東京都健康長寿医療センター研究所老化制御）
　近年がん幹細胞様細胞cancer stem-like cells（CSCs）
が，がんの発生メカニズムや治療抵抗性に関わる
ことが提唱されているが，腎がんにおけるCSCsの
機能については十分に明らかになっていない。特に
monoclonalな細胞株と異なりheterogeneityのある患
者由来細胞patient-derived cancer cells（PDC）を用
いたCSCsの解析は腎がんにおいてほとんど行われて
いない。本研究ではCSCsを解析する手法のひとつで
ある 3次元スフェロイド培養を用いることで腎がん
PDCの治療抵抗性メカニズムの一端を解析することを
目指す。
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　12． 癌抑制型microRNA-451aの制御する腎癌分子
ネットワークの探索
山田康隆（千大）
　我々は腎癌の細胞株を用いてmicroRNA-451aの機
能解析を行った結果，遊走・浸潤能を著明に抑制する
事を認め，癌抑制型マイクロRNAであることを証明
した。その制御する候補遺伝子として，F2/CRELD2/
MSC/LENG8/CLEC2D/SPC25/PMM2/BST2/
NSMAFを同定し解析を行った。microRNA-451aが制
御する分子機構は，本疾患の病態に深く関与している
と考えられた。
　13． 癌抑制型microRNA-223-5pの制御する膀胱癌
分子ネットワークの探索
菅原　翔（千大）
　今回我々はmicroRNA-223-5pに着目し膀胱癌にお
ける機能解析を施行した。臨床検体にてmicroRNA-
223-5pの発現は正常膀胱組織より膀胱癌組織にて有意
に低下していた。細胞株にmicroRNA-223-5pを核酸
導入したところ遊走・浸潤能を著明に制御する事を認
めた。膀胱癌においてmicroRNA-223-5pは癌抑制型
マイクロRNAであり本疾患の病態に深く関与してい
ると考えられる。
　14． マイクロRNA前駆体pre-miR-150に由来する
miR-150-5pおよびmiR-3pは，前立腺癌におい
て癌抑制型マイクロRNAとして機能する
岡東　篤（千大）
　機能ゲノム学教室ではCRPC剖検検体から作成した
マイクロRNA発現プロファイルも基づき，CRPC特
異的な機能性RNAネットワーク探索を継続している。
本研究では，CRPCマイクロRNA発現プロファイルか
ら，癌組織で発現が抑制されているmiR-150-5pとmiR-
150-3pに着目し，その機能解析とマイクロRNAが制御
する分子ネットワークについて解析を行ったので報告
する。
　15． 前立腺癌におけるepigeneticな修飾およびAR- 
V7標的遺伝子について
杉浦正洋（千大）
　進行性前立腺癌においてアンドロゲン除去療法は効
果的であるが，後にホルモン耐性となり去勢抵抗性前
立腺癌（CRPC）に陥る。CRPCに進展するメカニズム
の一つにAR-V7の異常発現が挙げられる。今回，我々
は次世代シークエンサーを用いたRNA-seq法やChIP-
seq法を用いてAR，AR-V7，ヒストン修飾の網羅的解
析を行い，CRPCにおけるAR-V7標的遺伝子について
解析を行った。
　16． 癌抑制型マイクロRNAにより制御される細胞
周期関連遺伝子NCAPGは，去勢抵抗性前立腺
癌の治療標的分子である
新井隆之（千大・機能ゲノム学）
　去勢抵抗性前立腺癌（CRPC）マイクロRNA発現
プロファイルに基づき，miR-99aの両鎖（ガイド鎖 : 
miR-99a-5p，パッセンジャー鎖 : miR-99a-3p）に着目し
た。機能解析の結果，前立腺癌細胞においてmiR-99a-
3pは著明な癌抑制作用を有していた。miR-99a-3pが制
御する有力な遺伝子候補として，細胞周期関連遺伝子
NCAPGが見出され，前立腺癌細胞におけるその癌促
進的機能を証明した。NCAPGはCRPCで特異的に発
現が亢進しており，新たな予後マーカーや治療標的分
子候補であると考えられた。
　17． 当科における腹腔鏡下膀胱全摘術の初期経験
佐藤航大（横浜労災）
　当院では2017年 4月より腹腔鏡下膀胱全摘術を導入
し2017年 9月までに13例を経験し，腹腔鏡手術と開腹
術の周術期成績に関して検討した。2017年 4月から当
院にて腹腔鏡下膀胱全摘術を施行した13例と，2013年
から2017年に開腹手術を施行した33例を対象とした。
腹腔鏡手術群では出血量と入院日数が有意に減少して
おり，腹腔鏡下膀胱全摘術は開腹手術と比較して低侵
襲手術であることが示唆された。
　18． 膀胱全摘除術，拡大リンパ節郭清術の検討
金　尚志（千大）
　筋層浸潤性膀胱癌の標準治療は，膀胱全摘除術と骨
盤リンパ節郭清であるが，郭清範囲については統一し
た結論は得られていない。当院で2011年 8月より膀胱
全摘除術と拡大リンパ節郭清術を施行したstage 2，
stage 3の筋層浸潤性膀胱癌の患者52人と，それ以前に
限局郭清を施行した患者52人と比較した。全生存率，
周術期合併症では両郡に差はなく，摘出リンパ節数に
おいては拡大郭清群が有意に多かった。
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　22． 東邦大学医療センター佐倉病院での 3年間の研
修について
若井　健（東邦大医療センター佐倉）
　当科ではOncologyのほか結石，排尿，感染症などの
診療を行っており，外来診療から手術（内視鏡・開腹・
ラパロ）まで幅広く学ばせて頂いた。学術面にも力を
入れており，スイスで開催されたAPCCCをはじめと
する多くの学会に参加させて頂き，ご指導のもと膀胱
癌に関する論文を 2本作成した。
　 3年間恵まれた環境の中で充実した研修を受けるこ
とができた。手本となる先輩医師が沢山おり，後輩に
もお勧めできる素晴らしい研修病院である。
　23． 千葉県がんセンターの取り組み : 2017
小丸　淳（千葉県がんセンター）
　千葉県がんセンターでは2017年は泌尿器科部長の深
沢以下，スタッフ総勢 8名にて診療を行った。おもな
手術実績としてロボット支援手術に関しては，前立腺
全摘術を175例，腎部分切除術を20例行った。千葉県
がんセンターにおける2017年の活動内容，今後の展望
について報告する。
　24． 小児泌尿器科国際ボランティアの経験
長　雄一（みどりのは葉記念）
　昨年，モンゴル国での小児泌尿器科手術支援に参加
する機会を得た。医療も欧米・日本のレベルに比べる
とまだギャップが大きい。人口312万の割に尿路奇形の
患者は多く膀胱外反等の重大な奇形もみられた。また
二分脊椎症等には医療の手が届いていない印象であっ
た。
　今回はアメリカのボランティア団体と 5日間にわた
りモンゴル国立小児病院にて約50例の小児泌尿器科手
術を行った。この国にはまだ国際的な医療支援がまだ
まだ必要に思われた。
　19． 膀胱全摘除術を施行した膀胱癌症例の予後因子
解析
米田　慧，神谷直人，島田悠希　
杉﨑裕香，若井　健，岡　　了　
李　芳菁，遠藤　匠，西見大輔　
矢野　仁，高波眞佐治，鈴木啓悦
（東邦大医療センター佐倉）
　【対象，方法】膀胱全摘除術を施行した60例を対象と
し，予後・再発予測因子について統計学的解析を行っ
た。
　【結果】単変量解析では残存腫瘍あり，pT≧3，Up 
stage，pN≧1，LVI （＋）が全生存期間（OS），無再発
生存期間（RFS）いずれにおいても有意な因子であっ
た。多変量解析では，pT≧3がOS・RFSいずれにお
いても有意な因子であった。
　【結語】pT3以上の症例は再発ならびに予後ともに
不良であり，治療法について今後の検討が必要である。
　20． 済生会宇都宮病院での泌尿器研修の中間報告
中村元洋（済生会宇都宮）
　2016年 4月から済生会宇都宮病院で泌尿器科研修を
開始した。済生会宇都宮病院は救命センターも兼ね備
えている，宇都宮市の中核病院である。泌尿器科は戸
邉豊総先生を中心に，關山和弥先生，私も含めた若手
3人の計 5人で診療を行っている。症例数は豊富であ
り，研修 1年目はTUR-BT，TULなど小手術を中心に
行い， 2年目は膀胱全摘，前立腺全摘などの大きな手
術を経験させていただいた。また救急症例も豊富にあ
り，結石性腎孟腎炎，腎外傷，尿道損傷は多く経験し
た。医療過疎地域であり日々多忙な毎日ではあるが，
充実した後期研修を行なわせていただいている。
　21． 帝京大学ちば総合医療センターでの 3年間
藤本　歩（帝京大ちば総合医療センター）
　平成27年 4月から平成30年 3月まで 3年間を帝京大
学ちば総合医療センター泌尿器科で研修させていただ
いた。泌尿器科の各分野におけるエキスパートの先生
方に指導いただき，多くの症例を経験することができ
た。手術症例や外来診療など多岐にわたる泌尿器科医
としての基礎を学ぶことができ，充実した 3年間の研
修を行うことができたことを報告する。
